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構造的失業（労働条件の 
ミスマッチ等）の改善に向けた 

基礎調査について 

総　務　部 
   

　
沖
縄
県
の
失
業
率
は
、全
国
平
均

を
大
き
く
上
回
っ
た
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、労
働
条
件
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
等
、構
造
的
な
失
業
の
問

題
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
も
の
と

み
ら
れ
ま
す
。
本
調
査
に
お
い
て
は
、

県
内
の
就
業
・
失
業
構
造
に
つ
い
て
、そ

の
現
状
や
要
因
を
把
握
す
る
こ
と
に

よ
り
、構
造
的
失
業
の
問
題
を
改
善

さ
せ
て
い
く
上
で
の
課
題
を
整
理
し
、

今
後
の
雇
用
政
策
の
課
題
や
方
向
性

な
ど
に
関
す
る
基
礎
資
料
を
作
成
し
、

雇
用
問
題
の
改
善
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
い
ま
し
た
。 

     

(1)
若
年
層
の
失
業
率
、無
業
率
の
高
さ

　
沖
縄
県
の
失
業
率
は
、男
性
の
20

代
前
半
が
突
出
し
、ま
た
、｢

学
卒
未

就
職｣

の
割
合
が
全
国
を
上
回
っ
て
お

り
、若
年
層
の
高
失
業
率
が
最
も
大

き
な
問
題
と
み
ら
れ
ま
す（
資
料
１
）。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、４
年
制
大
学

の
大
学
４
年
生
の
約
16
％
の
学
生
が

卒
業
間
際
に
な
っ
て
も
就
職
活
動
を

し
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、就
業
意
識

の
弱
さ
が
窺
え
ま
す（
資
料
２
）。 

 

(4)
主
要
産
業
に
お
け
る
雇
用
の
ミ

ス
マ
ッ
チ

　
沖
縄
県
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

で
あ
る
観
光
産
業
や
情
報
通
信
産

業
で
は
、
求
人
ニ
ー
ズ
は
高
い
も

の
の
労
働
条
件
な
ど
の
面
で
ミ
ス

マ
ッ
チ
も
多
く
、
沖
縄
労
働
局
の

雇
用
統
計
で
も
求
人
倍
率
は
高
く

て
も
充
足
率
は
低
い
と
い
っ
た
状

況
が
み
ら
れ
ま
す
（
資
料
６
）
。

情
報
通
信
業
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

は
企
業
誘
致
の
成
功
事
例
と
さ
れ

る
一
方
で
、
就
職
先
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
（
資
料
７
）
は
良
く
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。 

(5)
県
内
志
向
と
公
務
員
志
向

　
学
生
の
就
職
希
望
地
と
し
て
は｢

県

内｣

が
６
割
近
く
を
占
め
、県
内
志
向

が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す（
資
料
８
）。

県
外
就
職
に
「
反
対
し
て
い
る
」
親
の

理
由
は
、「
生
活
費
の
心
配
」の
ほ
か
「
一

緒
に
暮
ら
し
た
い
」
な
ど
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す（
資
料
９
）。
　
　
　 

　
ま
た
、修
了
年
限
４
年
の
大
学
の
学

生
が
就
き
た
い
職
業
で
、「
公
務
員
」

は
教
員
を
含
め
る
と
26
・
2
％（
資
料

10
）と
な
り
、い
わ
ゆ
る
公
務
員
志
向

は
、以
前（
資
料
11
）よ
り
低
下
し
て
い

る
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。 

 

調
査
の
背
景
と
目
的

1
１ 

雇
用
問
題
の
現
状

2

(2)
就
職
後
の
離
職
率
、転
職
率
の
高
さ

　
本
県
で
は
就
職
後
、早
期
離
職
や

転
職
率
が
高
く
、仕
事
や
職
場
環
境

が
合
わ
な
け
れ
ば
早
期
の
転
職
を
考

え
る
学
生
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
（
資

料
３
）。 

 

(3)
県
内
企
業
の
脆
弱
性

　
離
職
率
や
転
職
率
の
高
さ
は
県
内

企
業
の
開
廃
業
率（
資
料
４
）の
高
さ

も
影
響
し
て
お
り
、こ
の
県
内
企
業
の

脆
弱
性
は
社
内
で
の
人
材
育
成
の
取

組
（
資
料
５
）の
弱
さ
な
ど
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。 
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1
(6)
非
労
働
力
人
口
の
増
加

　
最
近
は
、
現
役
世
代

の
労
働
力
人
口
比
率
の

低
下
が
み
ら
れ
ま
す
。

女
性
は
情
報
通
信
業
な

ど
の
企
業
進
出
に
伴
い

労
働
力
人
口
比
率
は
高

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
男

性
は
低
下
し
て
お
り
、

人
的
資
源
の
有
効
活
用

の
面
で
問
題
が
あ
り
ま

す
（
資
料
12
）
。 

(1)
新
卒
者
を
含
む
若
年

層
の
高
失
業
率
の
改
善

・
学
生
の
就
業
意
識
を

高
め
る
に
は
、
学
校
の
就

職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充

実
さ
せ
、ま
た
大
学
な
ど

で
も
入
学
当
初
か
ら
人

生
設
計
を
意
識
さ
せ
る
よ

う
な
教
育
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

・
経
済
団
体
が
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
企
業

紹
介
の
窓
口
と
な
る
取
組

が
行
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

持
続
、
充
実
さ
せ
て
い
く

に
は
公
的
機
関
に
よ
る
支

援
体
制
も
必
要
で
す
。 

・
県
内
企
業
に
は
、
企
業
情
報
の

積
極
的
な
開
示
や
採
用
情
報
の
早

期
提
示
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
就
職
浪
人
（
卒
業

後
1
年
目
）
の
採
用
も
新
卒
採
用

と
同
じ
扱
い
に
す
る
な
ど
、
採
用

条
件
の
緩
和
に
よ
り
学
卒
未
就
職

者
を
減
少
さ
せ
て
い
く
取
組
も
必

要
で
す
。
 

 

(2)
就
業
者
の
定
着
率
の
改
善 

・
労
働
条
件
や
職
場
環
境
の
改
善
は
、

定
着
率
を
高
め
る
た
め
の
基
本
的

要
件
で
す
。
ま
た
、
職
場
の
雰
囲

気
が
明
る
い
企
業
で
は
総
じ
て
離

職
率
も
少
な
く
、
コ
ス
ト
を
か
け

ず
経
営
者
の
姿
勢
や
社
風
次
第
で

定
着
率
を
高
め
る
こ
と
も
可
能
で

あ
り
、
こ
う
し
た
企
業
事
例
の
紹

介
な
ど
も
効
果
が
あ
る
と
み
ら
れ

ま
す
。 

・
人
材
育
成
や
研
修
制
度
が
充
実

し
て
い
る
企
業
で
は
、
定
着
率
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
非

正
規
社
員
か
ら
研
修
へ
の
要
望
も

多
く
、
定
着
率
を
高
め
る
た
め
に

人
材
育
成
へ
の
取
組
強
化
が
企
業

に
求
め
ら
れ
ま
す
。 

・
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
制
度
な
ど
が

充
実
し
て
い
る
企
業
で
は
、
定
着

率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

社
風
や
経
営
理
念
に
合
っ
た
就
業

者
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
も
、

例
え
ば
退
職
者
補
充
に
お
い
て
正

社
員
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

長
期
的
に
育
成
し
て
い
く
自
助
努

力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

・
近
年
、
非
正
規
社
員
や
派
遣
社

員
の
増
加
に
伴
い
、
就
業
者
間
の

格
差
の
拡
大
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
賃
金
水
準
が
低
く
就
業
機

会
の
少
な
い
本
県
は
、
期
間
従
業

員
や
派
遣
社
員
の
大
き
な
労
働
供

給
市
場
と
な
っ
て
お
り
、
定
着
率

向
上
や
格
差
是
正
の
観
点
か
ら
も
、

現
在
の
雇
用
形
態
を
見
直
し
て
い

く
政
策
の
検
討
が
課
題
と
い
え
ま
す
。 

 

(3)
雇
用
の
場
の
創
出

・
本
県
の
人
口
は
し
ば
ら
く
増
加

し
続
け
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

雇
用
の
場
の
創
出
が
大
き
な
課
題

と
い
え
ま
す
。
観
光
産
業
や
情
報

通
信
産
業
、
健
康
関
連
産
業
、
環

境
関
連
産
業
な
ど
の
産
業
振
興
や

地
元
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
、

人
材
育
成
な
ど
の
支
援
策
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
を
更

に
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

・
中
小
企
業
の
支
援
と
振
興
を
目

的
と
し
た
「
沖
縄
県
中
小
企
業
の

振
興
に
関
す
る
条
例
」
が
、

2
0
0
7
年
度
に
制
定
さ
れ
、
中

小
企
業
の
自
助
努
力
や
行
政
機
関
、

大
学
・
研
究
機
関
等
の
責
務
や
役

割
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
を
有
効
に
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
企
業
体
質
の
強
化
に

つ
な
げ
る
自
発
的
な
取
組
が
求
め

ら
れ
ま
す
。 

 

(4)
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消

・
学
生
や
求
職
者
が
就
職
先
を
探

す
際
の
企
業
情
報
は
、
採
用
さ
れ

る
側
と
採
用
す
る
側
の
双
方
に
と

っ
て
就
職
時
の
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
を
解
消
す
る
上
で
重
要
で
あ
り
、

企
業
は
積
極
的
な
情
報
開
示
に
努

め
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
学
生
や

求
職
者
に
お
い
て
は
、
中
立
的
な

立
場
か
ら
の
企
業
情
報
の
収
集
も

併
せ
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

・
観
光
産
業
や
情
報
通
信
産
業
な

ど
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
合
同

企
業
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
、
業

界
の
理
解
促
進
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
効
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
も
小
中
学
校
な
ど
か
ら
の
企

業
訪
問
や
見
学
の
機
会
を
創
出
し

た
り
、
社
員
が
教
育
機
関
に
出
向

い
て
の
出
前
講
座
や
情
報
交
換
を

行
う
な
ど
、
積
極
的
に
マ
ッ
チ
ン

グ
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、

業
界
の
理
解
促
進
に
努
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

・
学
生
や
就
職
希
望
者
に
お
い
て
も
、

普
段
か
ら
就
職
を
検
討
し
て
い
る
業

界
情
報
や
企
業
情
報
の
収
集
・
研
究

に
取
り
組
む
と
と
も
に
資
格
取
得
や

研
修
受
講
な
ど
の
自
己
啓
発
に
も
取

り
組
み
、企
業
に
自
分
を
売
り
込
め

る
だ
け
の
付
加
価
値
を
高
め
る
努
力

を
促
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、行

政
機
関
に
お
い
て
も
、支
援
事
業
を
提

供
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

・
非
労
働
力
化
し
た
現
役
世
代
に

対
し
て
も
就
業
意
識
の
喪
失
を
防
ぎ
、

能
力
開
発
向
上
や
就
業
意
識
を
喚

起
さ
せ
る
取
組
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

高
年
齢
者
の
雇
用
問
題
へ
の
対
応

も
課
題
で
あ
り
、
高
年
齢
者
を
い

か
に
有
効
な
人
的
資
源
と
し
て
活

用
し
て
い
く
か
、
政
策
面
か
ら
の

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
　 

　 (5)
産
学
官
一
体
と
な
っ
た
全
県
的
な
取
組

・
県
が
失
業
率
改
善
に
向
け
て
、
「
み

ん
な
で
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
運
動
」
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回

の
各
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
ま

す
と
、
企
業
の
担
当
者
に
は
比
較

的
周
知
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
学

生
や
就
職
希
望
者
、
就
業
者
に
対

し
て
は
あ
ま
り
周
知
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
も
窺
え
ま
し
た
。
こ
う
し

た
運
動
を
上
滑
り
さ
せ
ず
に
県
民

運
動
の
大
き
な
う
ね
り
と
し
て
浸

透
さ
せ
て
い
く
に
は
、
産
学
官
一

体
と
な
っ
た
全
県
的
な
取
組
が
必

要
で
す
。 

・
産
学
官
が
一
体
と
な
っ
た
取
組

が
奏
功
す
る
に
は
、
各
関
係
者
が

情
報
を
共
有
し
、
諸
施
策
を
有
効

に
組
み
合
わ
せ
、
各
々
の
役
割
を

着
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。 

課
 
題

3
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構造的失業（労働条件の 
ミスマッチ等）の改善に向けた 

基礎調査について 

総　務　部 

　 

1
(6)
非
労
働
力
人
口
の
増
加

　
最
近
は
、
現
役
世
代

の
労
働
力
人
口
比
率
の

低
下
が
み
ら
れ
ま
す
。

女
性
は
情
報
通
信
業
な

ど
の
企
業
進
出
に
伴
い

労
働
力
人
口
比
率
は
高

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
男

性
は
低
下
し
て
お
り
、

人
的
資
源
の
有
効
活
用

の
面
で
問
題
が
あ
り
ま

す
（
資
料
12
）
。 

(1)
新
卒
者
を
含
む
若
年

層
の
高
失
業
率
の
改
善

・
学
生
の
就
業
意
識
を

高
め
る
に
は
、
学
校
の
就

職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充

実
さ
せ
、ま
た
大
学
な
ど

で
も
入
学
当
初
か
ら
人

生
設
計
を
意
識
さ
せ
る
よ

う
な
教
育
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

・
経
済
団
体
が
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
企
業

紹
介
の
窓
口
と
な
る
取
組

が
行
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

持
続
、
充
実
さ
せ
て
い
く

に
は
公
的
機
関
に
よ
る
支

援
体
制
も
必
要
で
す
。 

・
県
内
企
業
に
は
、
企
業
情
報
の

積
極
的
な
開
示
や
採
用
情
報
の
早

期
提
示
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
就
職
浪
人
（
卒
業

後
1
年
目
）
の
採
用
も
新
卒
採
用

と
同
じ
扱
い
に
す
る
な
ど
、
採
用

条
件
の
緩
和
に
よ
り
学
卒
未
就
職

者
を
減
少
さ
せ
て
い
く
取
組
も
必

要
で
す
。
 

 
(2)
就
業
者
の
定
着
率
の
改
善 

・
労
働
条
件
や
職
場
環
境
の
改
善
は
、

定
着
率
を
高
め
る
た
め
の
基
本
的

要
件
で
す
。
ま
た
、
職
場
の
雰
囲

気
が
明
る
い
企
業
で
は
総
じ
て
離

職
率
も
少
な
く
、
コ
ス
ト
を
か
け

ず
経
営
者
の
姿
勢
や
社
風
次
第
で

定
着
率
を
高
め
る
こ
と
も
可
能
で

あ
り
、
こ
う
し
た
企
業
事
例
の
紹

介
な
ど
も
効
果
が
あ
る
と
み
ら
れ

ま
す
。 

・
人
材
育
成
や
研
修
制
度
が
充
実

し
て
い
る
企
業
で
は
、
定
着
率
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
非

正
規
社
員
か
ら
研
修
へ
の
要
望
も

多
く
、
定
着
率
を
高
め
る
た
め
に

人
材
育
成
へ
の
取
組
強
化
が
企
業

に
求
め
ら
れ
ま
す
。 

・
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
制
度
な
ど
が

充
実
し
て
い
る
企
業
で
は
、
定
着

率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

社
風
や
経
営
理
念
に
合
っ
た
就
業

者
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
も
、

例
え
ば
退
職
者
補
充
に
お
い
て
正

社
員
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

長
期
的
に
育
成
し
て
い
く
自
助
努

力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

・
近
年
、
非
正
規
社
員
や
派
遣
社

員
の
増
加
に
伴
い
、
就
業
者
間
の

格
差
の
拡
大
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
賃
金
水
準
が
低
く
就
業
機

会
の
少
な
い
本
県
は
、
期
間
従
業

員
や
派
遣
社
員
の
大
き
な
労
働
供

給
市
場
と
な
っ
て
お
り
、
定
着
率

向
上
や
格
差
是
正
の
観
点
か
ら
も
、

現
在
の
雇
用
形
態
を
見
直
し
て
い

く
政
策
の
検
討
が
課
題
と
い
え
ま
す
。 

 

(3)
雇
用
の
場
の
創
出

・
本
県
の
人
口
は
し
ば
ら
く
増
加

し
続
け
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

雇
用
の
場
の
創
出
が
大
き
な
課
題

と
い
え
ま
す
。
観
光
産
業
や
情
報

通
信
産
業
、
健
康
関
連
産
業
、
環

境
関
連
産
業
な
ど
の
産
業
振
興
や

地
元
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
、

人
材
育
成
な
ど
の
支
援
策
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
を
更

に
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

・
中
小
企
業
の
支
援
と
振
興
を
目

的
と
し
た
「
沖
縄
県
中
小
企
業
の

振
興
に
関
す
る
条
例
」
が
、

2
0
0
7
年
度
に
制
定
さ
れ
、
中

小
企
業
の
自
助
努
力
や
行
政
機
関
、

大
学
・
研
究
機
関
等
の
責
務
や
役

割
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
を
有
効
に
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
企
業
体
質
の
強
化
に

つ
な
げ
る
自
発
的
な
取
組
が
求
め

ら
れ
ま
す
。 

 

(4)
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消

・
学
生
や
求
職
者
が
就
職
先
を
探

す
際
の
企
業
情
報
は
、
採
用
さ
れ

る
側
と
採
用
す
る
側
の
双
方
に
と

っ
て
就
職
時
の
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
を
解
消
す
る
上
で
重
要
で
あ
り
、

企
業
は
積
極
的
な
情
報
開
示
に
努

め
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
学
生
や

求
職
者
に
お
い
て
は
、
中
立
的
な

立
場
か
ら
の
企
業
情
報
の
収
集
も

併
せ
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

・
観
光
産
業
や
情
報
通
信
産
業
な

ど
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
合
同

企
業
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
、
業

界
の
理
解
促
進
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
効
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
も
小
中
学
校
な
ど
か
ら
の
企

業
訪
問
や
見
学
の
機
会
を
創
出
し

た
り
、
社
員
が
教
育
機
関
に
出
向

い
て
の
出
前
講
座
や
情
報
交
換
を

行
う
な
ど
、
積
極
的
に
マ
ッ
チ
ン

グ
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、

業
界
の
理
解
促
進
に
努
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

・
学
生
や
就
職
希
望
者
に
お
い
て
も
、

普
段
か
ら
就
職
を
検
討
し
て
い
る
業

界
情
報
や
企
業
情
報
の
収
集
・
研
究

に
取
り
組
む
と
と
も
に
資
格
取
得
や

研
修
受
講
な
ど
の
自
己
啓
発
に
も
取

り
組
み
、企
業
に
自
分
を
売
り
込
め

る
だ
け
の
付
加
価
値
を
高
め
る
努
力

を
促
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、行

政
機
関
に
お
い
て
も
、支
援
事
業
を
提

供
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

・
非
労
働
力
化
し
た
現
役
世
代
に

対
し
て
も
就
業
意
識
の
喪
失
を
防
ぎ
、

能
力
開
発
向
上
や
就
業
意
識
を
喚

起
さ
せ
る
取
組
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

高
年
齢
者
の
雇
用
問
題
へ
の
対
応

も
課
題
で
あ
り
、
高
年
齢
者
を
い

か
に
有
効
な
人
的
資
源
と
し
て
活

用
し
て
い
く
か
、
政
策
面
か
ら
の

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
　 

　 (5)
産
学
官
一
体
と
な
っ
た
全
県
的
な
取
組

・
県
が
失
業
率
改
善
に
向
け
て
、
「
み

ん
な
で
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
運
動
」
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回

の
各
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
ま

す
と
、
企
業
の
担
当
者
に
は
比
較

的
周
知
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
学

生
や
就
職
希
望
者
、
就
業
者
に
対

し
て
は
あ
ま
り
周
知
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
も
窺
え
ま
し
た
。
こ
う
し

た
運
動
を
上
滑
り
さ
せ
ず
に
県
民

運
動
の
大
き
な
う
ね
り
と
し
て
浸

透
さ
せ
て
い
く
に
は
、
産
学
官
一

体
と
な
っ
た
全
県
的
な
取
組
が
必

要
で
す
。 

・
産
学
官
が
一
体
と
な
っ
た
取
組

が
奏
功
す
る
に
は
、
各
関
係
者
が

情
報
を
共
有
し
、
諸
施
策
を
有
効

に
組
み
合
わ
せ
、
各
々
の
役
割
を

着
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。 
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